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ロンドンの博物館を巡って (1)------ケンジントン地区～

ロンドンの博物館の雄はもちろん「大英博物

館J(British museum)である。大英帝国時代

の「戦利品」で埋めつくされた様は壮観である。

ただ、「戦利品」は多くの「インディー・ジョ

ーンズ」によってもたされた事実を認識する必

要があるかもしれない。

British museumについては既に安武真隆先

生によって詳細なご報告（肝陵 No.69)がある

ので、そちらをお読みいただければと思う 。

1995年に在外研究でロンドンを訪れてから

2015年で20年になるが、その間すくなくとも年

に1度はロンドンに足を運んでいる。決して「ロ

ンドン通」などと豪語できるほどの情報も無い

が、 20年間に亘ってロンドンの定点観察をして

きたことは確かである。そこでロンドンについ

て書かせていただいても、叱られないのではと

思い、ロンドンの博物館を取り上げさせていた

だくことにした。

最初にお断りしておかなければならないこと

がある。ロンドンについては少しだが情報を持

っているが、 UK内でロンドン以外の街は全く

知らないと言ってよい。スコットランド、ウェ

ールズ、北アイルランドは訪問したことが無い。

イングランドでも、 ロンドン以外では主要な都

市や観光地のみで、 昨年夏に国際会議の関連で

リバプールを初めて訪問したような状況であ

る。元工業都市であるマンチェスターにはいま

だに行く機会がない。つまり、ロンドン偏重型

の知識しかないといわれても仕方がない。この

点はまずお許しいただければと思っている。

今回は、私の在外研究先であったイ ンペリア

ル・カレッジ (IC) のあるケンジン トン周辺

の博物館について紹介したい。

ケンジントン周辺の主な博物館は、 ビクトリ

ア・アルバート博物館 (Vitoria-Albert

Museum, V&A)、 科 学 博 物 館 (Science

Museum)、自然史博物館 (NaturalHistory 

Museum) になると思う。もちろん探せばまだ

まだあるかと思うが、情報がないのでお許しい
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ただき たい。

ロンドンの中で「大英博物館」につぐ博物館

は「V&A」だと思う。ビクトリア女王とその

且那様のアルバート公の名前を冠した由緒正し

い博物館である。科学・芸術をこよなく愛した

アルバート公が大英帝国の産業の発展を願い、

王室の狩場であった場所で開催した1851年のロ

ンドン万国博覧会の後、 1852年に産業博物館と

して開館したのがV&Aの前身である。

この博物館の売りは「芸術とデザイン」とさ

れている。陶磁器、家具、衣装類、 ガラス細工、

宝石、金属細工、写真、彫刻、織物、絵画など

がぎゅうぎゅう詰めに陳列されている。まさに

「陳列」という表現が正しく、何らかの意図を

反映させて「展示」されているという感じでは

ない。この陳列感が「大英博物館」と大き く異

なる点である。

大英薄物館は「学芸貝」がしつかり と収蔵品

を調査し、 それに基づいて整然と展示されてい

る。それも I見る側」を強く意識した展示にな

っていると思う。 t専物館であるから当然である

といえば当然であるが、「V&A」は違う。品

物が多いからそれを見えるように如何に並べる

かが重要であるように思える。この品物が「な

ぜここに」という印象を受けるこ とがある。

V&Aの学芸貝の「深い」洞察のもとに置か

れているかも しれないが、私のような 「ずぶの

写真（図） 1 ビクトリア・アルバー ト博物館の
正面玄関付近
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写真（図） 2 ロイヤルアルパートホールの
正面玄関付近

素人」にはそれを推し測ることができない。

写真 1はV&Aの外観である。如何にもと

いう建物であり、ビクトリア女王の威光が感じ

られる。

アルバート公の名前が冠されている建物で

は、ロイヤル・アルバートホールがある（写真

2)。円形の建物で、夏恒例の TheProms (ク

ラシック音楽コンサート）が行われる会場とし

ても有名である。エアコン設備が長らく設置さ

れず、夏は暑い会場として有名であった。現在

はエアコンの設置もあり、夏が暑いということ

も回避されていると思う。さらに、アルバート

公の冠する建造物と しては、ケンジントン・ガ

ーデンに立つアルバート・メモリアル（写真3)

がある。金色に輝くアルバート公の像が鎮座し

ている。観光案内になってきたので話を戻すこ

とにする。

「芸術とデザイン」を展示すること を宣言し

写真（図） 3 アルバートメモリアルの正面
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写真（図） 4 ファッション関連の展示

ている博物館であ り、 「フ ァッシ ョン」が重要

なアイテムの一つである。ファッションを時代

ごとに展示している。写真4に示したような展

示となっている。ファッションの進歩を常設で

展示している博物館も珍しいであろう。

アルバート公が科学・技術を好んだことを反

映して、「Materials& Technology」の展示も

充実している。 「材料と技術」を展示するため

にアイテムに、宝飾品・銀製品・陶磁器などを

挙げている。確かに材料と技術である。この範

写頁（図）5 鑓食器関連の展示 t1) 
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写真（図） 6 銀食器関連の展示 (2)



疇で括ると、彫像も絵画もすべて「材料と技術」

である。写真5・6がそれにあたる。この展示

が私には「陳列」に見えてしまう。 「芸術とデ

ザイン」と「材料と技術」を融合させて漣物館

として唯一のものかもしれない。この点ではと

てもユニークな博物館かもしれない。入場は無

料だが、マップは 1ポンドの寄付、博物館維持

の4ポンド以上の寄付をお願いしたボックスが

玄関にそれとなく設置されている。なぜかボッ

クスは透明である。

次も「材料と技術」の総本山的な博物館であ

る科学博物館 (ScienceMuseum)に話を移す。

この科学博物館にはイギリスが「産業革命」の

国であることを示す多くの展示がある。たとえ

ば、ロバート・スチープンソンのロケット号が

展示されている。これは蒸気機関車第 1号であ

ふ科学技術の進歩に影のように付きまとう「兵

器」についても展示されている。写真 7はV2

号の模型である。ロンドンを恐怖に陥れた代物

写真（図） 7 V2号ミサイル

写真（図） 8 原爆投下後の広島からもたらされた資料

V'=七

．
 9 ● ., 一•.... 凰頃～

T「"'一-wこ u● , _  

"● "↑•一•••一●.... 
写真（図） 9 原爆関連資料の説明文（一部）

である。これには「最初のミ サイル」 と書かれ

てあった。確かに「最初のミ サイル」 に違いな

い。この説明は非常に重い意味が封じ込まれて

いるように思える。

写真8は原爆投下後の広島からもたらされた

資料である。写真9がそれらに関する説明（一

部）である。その説明文に「・・ ・which 

helped end the Second World War.」と書かれ

ている。この一文が欧米人の考え方の根底にあ

るかもしれないということは意識すべきであ

り、 これを変更しないということも強く意識す

べきであると思う。しかし、この記載が永遠で

あるとは思えないし、恩いたくない。

ところで、私はバイオマテリアルの研究者の

端くれでもあるので、バイオマテリアル関係の

展示について少し触れることにしたい。その例

を写真10に示す。この展示物は人工関節等がプ

写真（図）10 バイオマテリアル使用部位を
示すための展示
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写真（図）ll 自然史博物館概観

ラスチック人体に埋め込まれている。バイオマ

テリアルで製造された生体用の部材・ 器具がど

のような位置にどのように使用されているかが

とてもわかりやすく展示されている。われわれ

も心掛けたい「見せ方」の好例であると感心し

た。

科学樽物館は、科学・技術のすばらしさと恐

ろしさを見せつける博物館である。さらに、科

学・技術はニュートラルで、それを扱う「人間」

によって素晴らしくも恐ろしくもなることも

（潜在的であるかもしれないが）見せつけてい

る博物館でもある。

最後に自然史博物館 (NaturalHistory 

Museum)である（写真11)。正直まだ入った

ことのないt専物館なので期待していたが、恐竜

の展示と入場無料が影響してか、とんでもない

人人で（写真12)、ウィンブルドンで約 5時間

並んだ猛者の著者でも勇気ある撤退をした。こ

の博物館については次の機会に書かせていただ

ければと思う。

今年もロンドンで年末・年始 (2014年12月28

日 ~2015年 1 月 3 日） を過ごした。例年にな く
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写真（図）12 自然史博物館への入場を待つ人人人…

晴天の日が続いた。これほど晴天が続いたのは

1995年以降でも経験しなかったことである。た

だ、晴天であると放射冷却のために冷え込むこ

とが多いという難点もある。また、ロンドンの

冬名物であるゲール（強風）にも遭遇すること

なく過ごせた。これも非常にまれなことだと思

っている。

1995年以降、 20年間にわたり ロンドンという

「博物館都市」を見てきたが、このロンドンで

さえも近代化 （良い意味でも悪い意味でも） し

てきており、定点観測者として非常に興味深く

感じている。

「ロンドン観光案内その 1」とした方がよい

ような内容で「博物館誌」の原稿として相応し

いかどうか非常に疑問である。著者の能力不足

であることでお許しいただければと思ってい

る。

もし次に機会を頂戴できるのであれば「ロ ン

ドンの博物館を巡って (2)~自然史博物館～」

または 「ロン ドンの博物館を巡って (2)~ 

コベントガーデン周辺 ～」を書かせていただ

ければと思っている。

薄物館運営委貝 化学生命工学部教授


